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A.M. 9:00 ～P.M.5:00 土・日曜・祝祭日休局 

 
会長／ 田中 久雄    副会長／ 原 孝士 

幹事／ 飯塚 大幸    会計／ 黒田 昌弘 

■■■例会プログラム 

例会 卓話者 演題 

2 月 14 日 
元 平田中学校 校長 

坂本 博之 様 
「皆様方に生かされて」 

2 月 21 日 多久和 ミッシェル 様 「My 日本」 

2 月 28 日 
高野連 理事長 

錦織 正実 様 
「高校野球の現状」 

■■■出席報告 

会員数 出席者数 欠席者数 出席率 
前回 

補正率 

47 37  10 (1) 80.43 % 93.33 % 

■■■欠席者 

大島卓／錦織／園／園山／内田／名原／原光／常松／堀江 

（石原恵行） 

■■■来訪者 

板倉 （出雲南） 

■■■MU 

2/7 大島卓、遠藤、石原輝、槇野、松浦、佐藤、佐々木 

高砂、木佐 (家庭集会) 

******************************************************* 

■■■次回例会受付当番 

（2 月 28 日） 原 光栄 ／牧野昭雄／槇野良文 

■■■近隣クラブ例会情報 （メークアップを考えましょう） 

                           赤文字 例会変更 

月 松江南クラブ  水 大社クラブ  

月 出雲中央クラブ  木 松江東クラブ  

火 松江しんじ湖  金 出雲南クラブ 2/29(休) 3/14 

火 出雲クラブ    

水 松江クラブ   （第 1・3 水） 平田 RAC 

 

■■■会長挨拶■■■ 

－ 県立平田高校について － 

 平田高校は大正 6 年、現在の島根中央信用金庫の前側に 47 年間

建っていた。愛宕山公園北側に在る現在の校舎の歴史と合わせ創立

91 周年になる。その間平田農学校、平田高等実業女学校、平田高等

女学校、戦後の平田高等学校と校名が変わったが冠には島根県立の

名がある。島根信金の前の校舎を町内名に因んで大倉校舎と呼び、今

日の卓話の坂本先生も私もこの校舎の卒業生である。当時を想い出す

と生徒は素朴で逞しく先生方は謹厳実直であった。 

 太平洋戦争末期、大倉校舎で学ぶ女子上級生は呉の海軍工廠へ

航空機のエンジン組み立てに、男子上級生は北海道へと食糧増産に

母校を後にした。生徒全員頭に白い鉢巻を締め激励の辞を述べ乍の校

長先生の目には光るものがあった。生徒全員帰校はしたが、これは大倉

校舎の最大の悲劇であった。 

 平田高校跡地のシンボルであるプラタナスの樹は 90年経った今も健在

で歴史を静かに見守っている。  60 余年前の物語である。 

■■■幹事報告■■■ 

１．休  会 

 出雲南 RC  2/29(金)  定款第 5 条により 

      ビジター受付 なし 

２．例会変更 

 出雲南 RC  3/14(金)  

 渡辺好政パストガバナーをお迎えして 夜の例会 に変更 

  ビジター受付  11：30～12：30  事務局にて 

３． ２／１９は 事務局休局致します。 

 

■■■スマイル■■■ 

板倉(出雲南)  

久しぶりにお邪魔しました。よろしくお願いします。 

田中久・木佐・松浦・平野・吾郷・渡部・杉原・河原 

坂本先生 ようこそいらっしゃいました。 

森山 錦織先生の入会に万謝。 坂本先生のスピーチに感謝。 

飯塚大 出雲南 RC 板倉様 ようこそいらっしゃいました。 

坂本様、本日はスピーチ宜しくお願いします。 

槇野   出雲南 板倉様を歓迎して。 

現在も実施されている「青少年新春コンサート」。発足は平田

ロータリー主催でした。坂本先生のご支援で成功し、今日に

至っております。感謝致しております。 

 

 

■■■スピーチ■■■ 

「皆様方に生かされて」 

           元 平田中学校 校長  坂本 博之 様 

   

今日演奏に使用したバイオリンもそうですが、音色を安定させるために、

通常１時間以上前には演奏会場に持ち込んでなじませています。 

このなじむということは、子供たちの教育においても非常に重要ですが、

現在の教育現場ではなじませる時間がありません。「急がない」、「ゆっく

りなじませる」ことが必要だと思います。 

私も退職から 15 年経過し、やっと地域社会になれてきたところです。

皆様方に生かされていることを実感しながら、ボランティア活動をさせてい

ただいています。 

 


